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第１  全国の交通事故 
 

１ 全国の交通事故発生状況 

○ 発生件数     309,178件（前年比 － 72,059件､  － 18.9％） 

  うち死亡事故      2,784件（ 同  －   349件､  － 11.1％） 

○ 死 者 数        2,839人（ 同  －  376人､  － 11.7％） 

○ 負傷者数        369,476人（ 同  － 92,299人､  － 20.0％） 

 交通事故発生件数及び負傷者数は､16年連続で減少し､死者数は統計資料の残る昭和23年以

降で最少となった。 

２ 全国の死亡事故の特徴 

◎ 年齢層別死者では高齢者が最多 

  高齢者の死者数が最も多く､全死者数に占める高齢者の割合（構成率）は56.2％であった。 

○ 高齢者    死者数      1,596人（構成率    56.2％）  前年比 － 186人   

◎ 状態別死者では歩行中が13年連続最多 

死者の状態別では､歩行中が最も多く､次いで自動車乗車中となる。  

 ・自動車乗車中   死者数     882人（構成率    31.1％） 前年比 － 201人    

・自動二輪車乗車中  同     385人（ 同     13.6％）  同  ＋  24人    

・原付乗車中     同     141人（ 同     5.0％）  同  －   8人    

・自転車乗用中    同     419人（ 同     14.8％）  同  －  14人    

・歩行中       同      1,002人（ 同     35.3％）  同  － 174人    

・その他       同      10人（ 同     0.4％）  同  －   3人 

   ◎ 自動車乗車中の死者のうち､シートベルト着用､非着用とも減少 

・着 用     死者数     478人（構成率    54.2％） 前年比 － 98人  

・非着用      同      368人（ 同     41.7％）  同  － 96人 

・着用不明     同       36人（ 同      4.1％）  同  －  7人 

   ◎ 昼間､夜間とも減少 

  ・昼 間     死者数   1,512人（構成率    53.3％） 前年比 － 112人 

  ・夜 間      同    1,327人（  同      46.7％）  同  － 264人 

◎ 高齢者（65歳以上）の運転による死亡事故が最多 

  ・高齢運転者   死亡事故件数    714件（構成率    25.6％） 前年比 － 113件 

  ・青少年運転者     同       284件（  同      10.2％）  同  －  34件 

◎ 漫然運転､運転操作不適による死亡事故が多い 

  ・漫然運転    死亡事故件数    366件（構成率   13.1％） 前年比 － 90件 

  ・運転操作不適     同       331件（ 同    11.9％）  同  － 10件 

◎  飲酒運転による死亡事故が減少 

・飲酒運転    死亡事故件数    159件（構成率    5.7％） 前年比 － 17件 

   ◎  人対車両の横断中が最多､次いで車両単独の工作物衝突 

・人対車両－横断中   死亡事故件数   651件（構成率    23.4％） 前年比 － 84件 

・車両単独－工作物衝突    同      464件（  〃      16.7％）   同  －  7件 










